
を独 自のアンケー トとして作成 しそれらのスコアを評価

した。作業内容は、コンピュータ画面 に出て くる絵をヒッ

トするという、いわゆるモグラ叩 きを用い、休憩は風景

の写真 と静かな音楽を聞かせた。測定時間は一名につ き

おおよそ15分 である。ある工場の管理者、監督者、一般

作業)の 職種では、要約すると、ス トレスが少な く2次

元軌跡図にみる心のゆとり度が高いのは一般作業者であ

り、一方、管理的な仕事 を専門としている係長ではス ト

レスが多 くかつ心の ゆとり度が低 いという結 果になっ

た。 また、両者の中間的な立場 にある工長はやは り中間

的な結果が示 され、極めて納得できるもの となった。こ

れ らの分析結果を 「心のゆとりシー ト」 として纏めた。

労働者、得 に保健医療福祉 に携わる人達にとって、ヒュー

マ ンエラー発生は悉 く皆無にしなければならなく、この

シー トか ら、健康状態、心理状態などを自ら把握 しても

らい、本人の自覚を促すことで職場生活にフィー ドバ ッ

クす ることが可能になる。 さらに、このシー トは産業医

やカウンセラーが働 く人達 にさまざまなア ドバイスを与

える際の貴重な資料 になると共に厚生労働省が積極的に

薦めている心の健康づ くり(メ ンタル　ヘルス　ケア)

に寄与するものと考える。
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　ディーゼル排気微粒子による

アリル炭化水素受容体の活性化を

　 低減させる食品成分の検索

井澤　弘美1)嵯 峨井　勝1)

　　　　　 1)青 森県立保健大学

I.目 的

　 近年 、デ イーゼル排気微粒 子 中(Diesel　 Exhaust　 particle:

DEP)に は内分 泌攪 乱物 質 であ る ダイオキ シ ン類 が含 ま

れて いる ことが 明 らかにな った1)2)。更 にDEガ ス を吸 わ

せ たマ ウスの精子 数が 減少 した3)こ と も報告 され た。筆

者等 も、 デ ィーゼ ル排気 微粒子(Diesel　 Exhaust　 particle:

DEP)懸 濁 液 を皮下投 与 した雄 マ ウスが、精子 数 の減少

や異常 形態 の精 子の増 加 を引 き起 こ した だけで はな く、

正常 な雌 との間 に生 まれ た仔 マ ウス も、精子 数が減 少 し

異常 形態 の精子 が増加 した こ とを明 らか に した4)。 ダ イ

オキ シ ン類 の毒 性 発現 は ア リル炭化 水 素 受 容体(Aryl

Hydrocarbon　 Receptor:AhR)が 活 性 化 される こ とに よっ

て生 じてい る と考 え られ てい る。 この こ とか ら、DEPが

生殖 器系 の異常 を引 き起 こす のは、AhRを 活 性化 させ る

物 質がDEP中 にあ るか らで は ない か と考 え られた。そ こ

で、DEP中 のAhRを 活 性化 させ る物 質の定 量 をAhイ ム

ノアッセイ(Ah-I)に て調べた。

　更にin　 vitro実験において、多 くの野菜や果物に含 ま

れているフラボノイ ドが、ダイオキシン類 によるAhRの

活性化 を阻害す る5)こ とから、DEPに よるAhRの 活性

化に対 してもフラボノイ ド類が阻害する可能性があるこ

とが考 えられた。そこで、い くつかのフラボノイ ドや食

品を用いて、DEPに よるAhRの 活性化の阻害の割合 を

Ah-Ⅰにて調べた。

　Ah-Ⅰでの測定は、生体内でのダイオキシンの毒性発現

の原理を用いて リガン ドとAhRの 親和性 を利用 してい

る。この方法を用いることで、DEPが 生体内での毒性発

現の原理 を踏 まえなが ら、in　vitroでダイオキシン類 とし

ての毒性の有無 を調べることがで きる。

Ⅱ.方 法

1.DEP抽 出液 の調製

　 DEPを0.05%　 tween20/100mM　 PBS(pH　 7.4)ま た

はDMSOに 加 え、3分 間超 音波 破砕 した後 、0.20μm

PTEFフ ィル ターにて濾過 して10mg/mlのPBS抽 出 液

また はDMSO抽 出 液 を調 製 した。

2.Ah-Ⅰ に おけ るDEP抽 出 液 の濃度依存 性試験

　 DEP抽 出 液 を～0.Ol7mg/mlに 希 釈 し、Ah-Ⅰキ ッ トにて

それぞ れの濃度 にお ける吸 光度 を測定 した。測定 方法 は

Ah-Ⅰ キ ッ トの使 用方法 に従 った。

3.DEP及 びDEP抽 出 液 のAh-Ⅰ 定 量試験

　 定量試験 は 日新環境調査 セ ンター(株)に 依 頼 した。

測定方 法 はAh-Ⅰ キ ッ トの使 用方法 に従 った。DEPの 前 処

理 として 、DEPO.2gを トルエ ンにて150℃ 、200　psiで 高

速溶媒 抽 出 し、減圧濃 縮 し、窒素 ガス にてパ ー ジ した後

DMSO　 2　mlに 溶 解 して測 定 した。1.111mg/ml　 DEPの

PBS抽 出液 はそ のま ま測定 した。標 準溶液 は2、3、7、

8、-TCDDを 使 用 した。 測定結 果 は、　AhRを 活 性化 させ

る2、3、7、8、-TCDDに 対 す る毒性 等量(DEQ:Dioxin

Equivalent)と して表 した。

4.フ ラ ボ ノイ ド溶 液及び 食品抽 出液の調 製

　 サ ンプル と して、 ポ リフェノール類 のケル セチ ン、 ミ

リセ チ ン、 ナ リンゲ ニ ン、バ イカ レイ ン及 び レズベ ラ ト

ロール、抗老化 ホル モ ンと言 われて いる デヒ ドロエ ピァ

ン ドロステ ロ ン(DHEA)、 食 品 と してナ ガイモ 、ニ ンニ

ク、緑茶 、香辛料 の ガー リ ックパ ウダー及 びオニ オ ンパ

ウダー を用 いた。フ ラボ ノイ ド類 とDHEAは20mMま た

は200mMのDMSO溶 液 として 、食 品は10%DMSO抽 出

液 として調製 し、サ ンプル溶 液 とした。

5.DEP抽 出 液 によ るAhRの 活 性化 に対す る食品抽 出

物及 び フラボ ノイ ド類の阻 害試験

　 測 定 はAmakuraの 方 法5)に 従 った。す なわ ちサ ンプル

であ るフラボ ノイ ド溶液 また は食 品抽 出液(コ ン トロー
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ル にはDMSOの み)をAh-Ⅰ キ ッ トに添 加 して20分 間 振

とう後 に、DEP溶 液 をAh-Ⅰ キ ッ トに添加 した。 ブ ラ ン

クにはDMSOの み を加 えた。これ以外 の測定方法 はAh-

Ⅰキ ッ トの使用 方法 に従 った。Ahレ セ プ ターの活性 は以

下 によ り求め た。

　 　　　 (%)=　 (C-D)/(A-B)×100

A:DEP+コ ン トロール の吸 光度 、B:DMSO+コ ン トロー

ル の吸光 度 、C:DEP+サ ン プルの吸 光 度 の平均 、　D:

DMSO+の サ ンプルの吸光度 の平均

Ⅲ.結 果及び考察　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り

1.Ahイ ムノアッセイによるDEPとDEP抽 出液の毒

性の定量

　段階希釈 したDEP抽 出液がAh-Ⅰ で反応するか どうか

を調べた結果、濃度依存的に反応 した。 このことから、

Ah-Ⅰ はDEPの 毒性を定量で きることが示された。

　DEPの 毒性 等量 は48,000ngDEQ/gで あった。 また

DEP抽 出液では7,200pgDEQ/mlで あ った。　DEP抽 出

液 には1.11mg/mlのDEPが 含 まれているので、　DEP

抽出液は6,500ngDEQ/g含 まれていることが算出され

た。DEPがDEP抽 出液 と比べて約7倍 高い値であった。

これは、DEPは 前処理 をしているため濃度が均一な状態

であったのに対 し、DEP抽 出液は、粒子濃度が不均一 な

状態であったからと考えられた。 しか し、両者 ともAh

-Ⅰ で検出で きたことか ら、少なくともDEP中 にはAhR

を活性化させる物質が存在することが確認 された。

2.DEP抽 出液によるAhRの 活性化 に対する食品抽出

物及びフラボノイ ド類の阻害試験

　本実験に用いたフラボノイ ド類のすべてが阻害効果を

示 した。特にケルセチ ンの阻害効果が大 きかった。DHEA

も抑制効果 を示 した。食品では、緑茶抽出物は抑制効果

を示 したが、ナガイモ とニンニクではあまり抑制せず、

ガーリックパウダーやオニオ ンパ ウダーはまった く抑制

効果を示 さなかった。本実験の結果、フラボノイ ド類が

DEPに よるAhRの 活性化を阻害す ることがin　vitroで示

された。 しか し、食品として摂取 したフラボノイ ド類が、

実際 に生体内でのAhRの 活性化 に対 して阻害すること

が出来るか どうかはさらに検討が求められる。
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I.は じめに

　本研究は、 イン ド国西ベ ンガル州の少数民族 ・サ ンタ

ル人の農村女性のためのプロジェク トを対象 としてい

る。「貧困の女性化」 とい うことばに示 されるように、

多 くの社会において、女性は貧困の結果を直接受け、生

活弱者として厳 しい状況に追い込まれる。貧困層の大き

な部分を占める女性の状況 を改善することな しには、貧

困の解消はあ り得ない。

　本発表では、サ ンタル人の女性 を対象 とした編物教室

をとりあげ、技術 を身につけることが、女性 たちにもた

らす意識変化について考察する。

Ⅱ.目 的

　発表者は、この数年、イン ド国西ベ ンガル州を中心に

「環境保全型住民参加による農村開発」 を推進 している

NGO・DRCSC　 lと連携 し活動、研究を行 っている。活動

地域であるバ ンクラ県周辺は乾燥地域で、主産業である

農業 も厳 しい現状にある。この地域に住 む少数民族のサ

ンタル人 は、イ ン ドの カース ト制度 に入 らないシ ェ

デュールカース トで、その生活は極めて厳 しく、ほとん

どの世帯はUNDP　 2基準の最貧困層3に 属 している。いう
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